
様式第１号（契約締結予定）

令和５年度　物品調達等に係る契約締結の予定 所属名：北部児童相談所

公表日：令和６年２月２６日

物品又は
役務の概要

規格・品質等 数量等
納入場所
又は

履行場所

納入期限
又は

履行期間

1 役務
障害者支援施

設等
清掃等維持管
理業務

清掃等維持管理業務
（別紙仕様書参照）

１式
北部児童相
談所

令和６年
４月1日から
令和７年
３月３１日

令和６年
３月２５日

北部児
童相談
所

令和６年
３月１３日

　宮城県内の障害者就労施設等の内、
予定価格の範囲内で最低の価格で契
約の申込があった者。

見積額は、消費税
及び地方消費税に
係る課税事業者で
あるか免税事業者
であるかを問わず、
見積もった契約希望
金額から消費税及
び地方消費税に相
当する金額を控除し
た金額を記載するこ
と。

2

3

4

5

（注１）　本表は、物品調達等における一定の政策目的を達成するための特定随意契約に関する手続要領第４第１号により公表する。
（注２）契約対象区分については、次の類型ごとに該当するものを記載すること。

１　地方自治法施行令第１６７条の２第１項第３号に定める施設、団体等　・・・・・・　「障害者支援施設等」、「シルバー人材センター等」、「母子・父子福祉団体等」、「生活困窮者就労訓練施設」
２　地方自治法施行令第１６７条の２第１項第４号に定める者　・・・・・・　「新たな事業分野の開拓を図る者」

契約申込の
期限

契約の相手方の
決定方法及び選定基準

適　　　　　用
（左記の外契約に際
し必要とされる事

項）

番
号

買入れ・
借入れ・
役務の
区分

契約対象区分

契　　約　　締　　結　　内　　容

契約締結
予定日

契約申
込の申
請先

1／1



















































        委  託  契  約  書 （案） 

 

委託業務の名称  清掃等維持管理業務 

委託期間     令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

委託金額     金   ，   円 

        （うち取引に係る消費税及び地方消費税額  金  ，  円） 

契約保証金        免 除 

 

 

 宮城県（以下「発注者」という。）と          （以下「受注者」という。）

とは宮城県北部児童相談所の庁舎等清掃業務を委託することについて、次の条項により契

約を締結する。 

（総 則） 

  第１条 受注者は、別紙宮城県北部児童相談所清掃等維持管理業務標準仕様書（以下「仕

様書」という。）により、頭書の委託金額で、頭書の委託期間に委託業務を完了するも

のとする。 

２  前項の仕様書に明記されていない仕様事項が生じたときは、発注者と受注者とが協議

して決めるものとする。 

（権利義務の譲渡等） 

第２条  受注者は、契約によって生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は承継させて

はならない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を得た場合は、この限りでない。 

（再委託の禁止） 

第３条  受注者は、委託業務の処理について、その全部又は一部を他に委託し、又は請け

負わせてはならないものとする。ただし、書面により発注者の承諾を得たときは、この

限りでない。 

（委託業務の調査等） 

第４条  発注者は、必要に応じ、委託業務の処理状況について調査を行い、また、受注者

に報告を求めることができるとともに、その業務の実施について、必要な指示をするこ

とができるものとする。 

（業務内容の変更） 

第５条  発注者は、必要に応じ、委託業務の内容を変更し、又は委託業務を一時中止させ

ることができるものとする。この場合において、委託金額又は履行期間を変更する必要

があるときは、発注者と受注者が協議して決めるものとする。 

（損害による必要経費の負担） 

第６条  委託業務の処理により発生した損害（第三者に及ぼした損害を含む。）の必要経

費は、受注者が負担するものとする。ただし、発注者の責めに帰する理由により損害が

生じたときの必要経費は、発注者が負担するものとし、その額は発注者と受注者が協議

して決めるものとする。 

（委託金の支払い） 

第７条  受注者は、発注者による業務完了の確認を受けた後、発注者に対して委託金の支



払いを請求するものとする。 

なお、各月の請求額は、別紙支払内訳書のとおりとする。 

２  発注者は、前条の支払請求書を受理したときは、その受理した日から30日以内に、受

注者に委託金を支払わなければならない。 

（秘密の保持） 

第８条  受注者は、委託業務の処理上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 

（履行遅滞の違約金） 

第９条  受注者は、その責めに帰する理由により、委託期間内に委託業務を完了すること

が出来ない場合は、発注者に対し、委託金について遅延日数に応じ、年2.5％の割合で

計算した違約金を支払わなければならない。 

（契約の解除） 

第１０条 発注者は、次の場合、この契約を解除することができるものとする。ただし、

発注者の責めに帰する理由によるものであるときは、発注者は、本条の規定による契約

の解除をすることができない。 

 (1) 委託期間内に委託業務を完了することができないと認めたとき。 

 (2) 受注者が、この契約に違反し、又は不完全な履行をしたとき。 

２ 前項の場合、発注者は受注者に対して委託金を支払わず、及びこれに関する一切の責

めを負わないものとする。 

（暴力団等排除に係る解除） 

第１１条  発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、契約を解除するこ

とができる。なお、受注者の使用人が受注者の業務として行った行為は、受注者の行為

とみなす。 

(1) 受注者の役員等（法人の場合は、非常勤を含む役員及び支配人並びに支店又は営業

所の代表者、その他の団体の場合は、法人の役員等と同様の責任を有する代表者及び

理事等、個人の場合は、その者並びに支配人及び営業所の代表者をいう。以下同じ。）

が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77 号。以下「暴

対法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）で

ある場合、 又は暴力団員が経営に事実上参加していると認められるとき。 

(2) 受注者又は受注者の役員等が、自社、自己若しくは第三者の不正な利益を図り、又

は第三者に損害を加える目的をもって、暴対法第２条第２号に規定する暴力団（以下

「暴力団」という。）、暴力団員に協力し、関与する等これとかかわりを持つ者とし

て、警察から通報があった者若しくは警察が確認した者（以下「暴力団関係者」とい

う。）の威力を利用するなどしていると認められるとき。 

(3) 受注者又は受注者の役員等が、暴力団、暴力団員若しくは暴力団関係者（以下「暴

力団等」という。）又は暴力団等が経営若しくは運営に関与していると認められる法

人等に対して、資金等を提供し、又は便宜を供与するなど積極的に暴力団の維持運営

に協力し、又は関与していると認められるとき。 

(4) 受注者又は受注者の役員等が、暴力団等と社会的に非難されるべき関係を有してい

ると認められるとき。 

(5) 受注者又は受注者の役員等が、暴力団等であることを知りながら、これと取引した



り、又は不当に利用していると認められるとき。 

２ 前項の規定により契約が解除された場合においては、前条第２項の規定を準用する。 

（契約解除の違約金） 

第１２条 受注者は、第１０条（受注者の責めに帰する理由により生じたものに限る。）

又は前条の規定により、契約が解除された場合においては、委託金の10分の１に相当す

る額を違約金として発注者の指定する期間内に発注者に支払わなければならない。 

２ 前項の違約金は、これを損害賠償金の予定と解してはならない。 

（契約解除による損害賠償） 

第１３条 発注者は、第１０条（受注者の責めに帰する理由により生じたものに限る。）

又は第１１条の規定により、契約を解除した場合において損害が生じたときは、受注者

に対して、その損害に相当する金額を請求することができるものとする。 

２ 受注者は、第１０条又は第１１条の規定により、契約が解除された場合において損害

が生じても、発注者に対して損害賠償を請求できないものとする。 

（歳出予算不成立に伴う契約の解除及び損害賠償請求） 

第１４条 翌年度（契約日）以降において発注者の歳出予算におけるこの契約の契約金額

について減額又は削除があった場合、発注者は、この契約を解除することができる。 

２ 受注者は、前項の規定によりこの契約を解除された場合において、受注者に損害が生

じたときは、発注者にその損害を請求することができる。 

 （その他） 

第１５条 この契約に関し、疑義又は定めのない事項が生じたときは、その都度発注者と

受注者が協議して決めるものとする。 

 

この契約を証するため、本書２通を作成し、発注者及び受注者が記名押印の上、各自そ

の１通を所持する。 

 

 令和６年  月  日 

 

 

              発注者   宮城県大崎市古川駅南２丁目４番３号 

                    宮城県北部児童相談所 

                      所  長   狩 野  靖 士        

   

 

 

                            受注者   

                    

                    

 

 

 



 

 

  別紙 

 

支 払 内 訳 書 

 

                                                                             （単位：円） 

 

 支 払 年 月  金    額 
消費税及び 

地方消費税 
 合    計 

 

令和６年４月分    

５月分    

６月分    

７月分    

８月分    

９月分    

１０月分    

１１月分    

１２月分    

令和７年１月分    

２月分    

３月分    

合   計    

     


